
東
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
は
、
民
主
化
の
進
展

に
と
も
な
っ
て
、
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
関
係

に
お
い
て
も
、
市
民
に
よ
る
政
治
参
加
の
拡
大
と

い
う
意
味
で
も
、
分
権
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
。
後

発
の
公
共
政
策
で
あ
る
環
境
政
策
が
経
済
開
発
過

程
に
お
い
て
既
存
の
開
発
政
策
と
の
関
わ
り
の
中

で
、
ど
の
よ
う
に
進
展
し
て
い
く
の
か
を
探
る
。

●
分
権
化
と
環
境
政
策

「
分
権
化
」
は
、
狭
義
に
は
中
央
政
府
か
ら
地

方
政
府
へ
の
権
限
委
譲
で
あ
る
地
方
分
権
化
を
意

味
す
る
が
、
意
思
決
定
へ
の
市
民
の
参
加
の
拡
大

と
い
っ
た
意
味
で
も
用
い
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
公

共
政
策
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
供
給
へ
の
市
場
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
導
入
と
い
う
意
味
で
用
い
る
場
合
も
あ
る
。

ア
ジ
ア
な
ど
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
地
方
分

権
化
は
、
Ｅ
Ｕ
な
ど
の
先
進
国
で
論
じ
ら
れ
る
分

権
化
と
は
異
な
る
文
脈
を
持
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
の

「
補
完
性
原
則
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
分
野
で

で
き
る
だ
け
基
層
の
自
治
体
で
取
り
組
む
と
い
う

自
治
の
原
則
と
解
釈
で
き
る
。
空
間
的
な
広
が
り

が
重
要
な
意
味
を
持
つ
公
共
政
策
で
あ
る
環
境
政

策
で
は
、
個
々
の
政
策
課
題
は
中
央
集
権
的
な
意

思
決
定
を
必
要
と
し
な
い
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、

発
展
途
上
国
に
お
け
る
分
権
化
は
多
く
の
場
合
に

権
威
主
義
体
制
か
ら
の
政
治
的
自
由
化
、
民
主
化

に
と
も
な
っ
て
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
基
層

と
な
る
自
治
体
が
十
分
な
存
在
基
盤
を
持
っ
て
い

な
い
状
況
で
行
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る
地
方
分
権
化
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
す
る
な
か
で
国
際
機
関
な

ど
が
推
進
す
る
一
連
の
改
革
の
一
部
と
し
て
行
わ

れ
て
い
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
世
界
銀
行
は
、

地
方
分
権
化
が
地
方
の
社
会
基
盤
建
設
を
促
進
し
、

医
療
、
社
会
福
祉
、
教
育
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
活
性
化
し
、
意
思
決
定
へ
の
市
民
の
参
加
を
拡

大
さ
せ
る
こ
と
で
行
政
へ
の
監
視
を
強
化
し
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
環
境

政
策
に
お
け
る
情
報
公
開
や
公
衆
参
加
が
、
発
展

途
上
国
に
お
い
て
も
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ

る
こ
と
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
広
義
の
分
権

化
の
プ
ロ
セ
ス
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

契
機
は
、
一
九
九
二
年
の
国
連
環
境
開
発
会
議
で

採
択
さ
れ
た
「
リ
オ
宣
言
」
の
第
一
○
原
則
に
お

い
て
、
各
個
人
の
情
報
の
入
手
お
よ
び
意
思
決
定

過
程
へ
の
参
加
機
会
の
確
保
、
国
家
に
よ
る
環
境

情
報
の
公
開
と
国
民
の
啓
発
・
参
加
の
促
進
、
司

法
・
行
政
手
続
き
へ
の
効
果
的
ア
ク
セ
ス
と
い
う

原
則
が
謳
わ
れ
た
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

●
分
権
化
と
環
境
政
策
の
「
日
本
の
経

験
」

ア
ジ
ア
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
分
権
化
は
、

民
主
化
の
過
程
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
多
く
の

東
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
、
一
九
八
○
年
代
半
ば

か
ら
権
威
主
義
体
制
か
ら
の
政
治
的
自
由
化
・
民

主
化
が
進
展
し
て
き
た
。
権
威
主
義
体
制
下
で
は
、

中
央
集
権
的
な
政
治
体
制
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、

地
方
自
治
は
著
し
く
制
限
さ
れ
る
か
形
骸
化
し
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
民
主
化
は
同
時
に
地
方
分
権

化
を
も
た
ら
し
た
。
ま
た
民
主
化
は
政
治
参
加
の

拡
大
を
意
味
し
、
意
思
決
定
へ
の
参
加
の
拡
大
と

い
う
広
い
意
味
で
の
分
権
化
に
含
ま
れ
る
も
の
、

そ
の
基
盤
と
な
る
も
の
で
も
あ
る
。

産
業
公
害
対
策
に
お
け
る
「
日
本
の
経
験
」
は
、

現
在
の
ア
ジ
ア
諸
国
の
環
境
政
策
の
方
向
性
に
多

く
の
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。
一
九
六
○
年
代
か

ら
七
○
年
代
の
日
本
の
産
業
公
害
対
策
か
ら
、
分

権
化
に
関
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
論
点
を
導
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
産
業
公
害
対
策
の
進
展
は
、

産
業
化
の
推
進
を
環
境
保
全
よ
り
も
優
先
す
る
中

央
政
府
に
対
し
て
、
環
境
汚
染
の
被
害
を
受
け
る

特
集
に
あ
た
っ
て
─
ア
ジ
ア
諸
国
の
分
権
化
と
環
境
政
策
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地
域
住
民
の
要
求
に
動
か
さ
れ
た
地
方
自
治
体
は

中
央
よ
り
も
厳
し
い
規
制
や
総
量
規
制
や
公
害
防

止
協
定
な
ど
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
い
、
一

国
全
体
の
環
境
政
策
を
進
展
さ
せ
る
原
動
力
と
な

っ
た
。
日
本
の
場
合
、
中
央
政
府
に
比
べ
て
地
方

自
治
体
は
地
域
住
民
の
要
求
に
厳
し
く
直
面
し
、

自
治
体
の
首
長
が
住
民
か
ら
の
直
接
選
挙
で
選
ば

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
身
近
な
問
題
で
あ
る

環
境
問
題
に
対
し
て
、
中
央
政
府
よ
り
も
厳
し
い

対
策
を
よ
り
早
く
行
う
強
い
誘
引
が
働
い
た
。
日

本
の
経
験
は
地
方
分
権
化
が
地
方
の
環
境
政
策
だ

け
で
な
く
、
一
国
の
環
境
政
策
を
進
展
さ
せ
る
可

能
性
も
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
地
方
分
権
化

に
よ
っ
て
実
際
に
分
権
的
な
意
思
決
定
が
行
わ
れ

る
た
め
に
は
、
様
々
な
制
度
と
組
織
、
さ
ら
に
そ

れ
ら
を
支
え
る
社
会
的
基
盤
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
急
速
な
経
済
発
展
の
過
程
で
分
権
的
な
意
思

決
定
の
制
度
を
形
成
さ
せ
、
適
切
に
運
用
さ
せ
る

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

●
「
日
本
の
経
験
」
と
発
展
途
上
国

産
業
公
害
対
策
に
お
け
る
日
本
の
経
験
は
、
全

体
と
し
て
見
る
と
中
央
集
権
的
で
あ
り
、
必
ず
し

も
分
権
的
な
意
思
決
定
を
基
盤
と
し
た
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
産
業
政
策
に
誘
導
さ
れ
た
急
速
な
産

業
化
が
環
境
へ
の
負
荷
を
急
速
に
拡
大
し
、
対
策

の
遅
れ
を
招
い
た
。
ま
た
、
政
府
と
産
業
界
と
の

協
調
に
も
と
づ
く
、
非
分
権
的
な
意
思
決
定
に
よ

る
産
業
政
策
的
な
手
法
で
推
進
さ
れ
た
産
業
化
が
、

産
業
公
害
の
よ
う
な
社
会
問
題
に
対
す
る
行
政
の

認
識
を
遅
れ
さ
せ
対
策
も
場
当
た
り
的
で
後
追
い

の
も
の
に
な
っ
た
。
様
々
な
限
界
は
あ
っ
た
が
、

低
利
融
資
や
法
人
税
軽
減
な
ど
産
業
政
策
の
手
段

を
活
用
し
た
産
業
公
害
対
策
は
、
緊
急
避
難
的
に

は
、
直
接
規
制
に
よ
る
汚
染
削
減
を
強
力
に
後
押

し
し
た
。
一
方
で
、
産
業
公
害
対
策
に
お
け
る
そ

う
し
た
一
定
の
成
功
、
成
果
が
、
国
土
の
長
期
的

な
利
用
計
画
へ
の
市
民
の
参
加
や
、
環
境
ア
セ
ス

メ
ン
ト
の
法
制
化
な
ど
、
分
権
的
な
意
思
決
定
の

制
度
を
開
発
政
策
と
環
境
政
策
に
組
み
込
む
こ
と

を
妨
げ
る
側
面
も
あ
っ
た
。

日
本
の
地
方
自
治
体
に
よ
る
先
進
的
な
取
り
組

み
は
、
中
央
政
府
に
よ
る
産
業
政
策
的
手
段
に
よ

る
公
害
対
策
の
限
界
を
補
っ
た
。
し
か
し
、
以
上

を
一
般
化
し
て
現
在
の
発
展
途
上
国
に
適
用
す
る

こ
と
は
容
易
で
な
い
。
発
展
途
上
国
に
お
い
て
地

方
分
権
化
が
、
地
方
政
府
に
よ
る
「
開
発
主
義
」

と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
状
況
を
も
た
ら
し
、
地
方

分
権
化
に
よ
り
地
方
政
府
が
環
境
保
全
を
む
し
ろ

軽
視
す
る
事
例
も
多
数
見
ら
れ
る
。
中
国
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
省
政
府
が
ま
る
で
一
国
の
中
央
政
府
の

よ
う
に
独
自
の
産
業
化
政
策
を
推
進
し
、
中
央
政

府
が
要
求
す
る
環
境
対
策
の
実
施
を
十
分
に
行
わ

な
い
と
い
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
中
国
で
は
、
多

く
の
国
有
企
業
が
実
際
に
は
省
以
下
の
地
方
政
府

の
管
理
化
に
あ
り
、
そ
の
収
益
が
地
方
政
府
の
財

政
と
直
結
し
て
い
た
た
め
、
国
有
企
業
の
収
益
を

悪
化
さ
せ
る
要
因
と
な
り
う
る
環
境
対
策
を
行
わ

せ
る
こ
と
に
対
し
て
、
地
方
政
府
が
誘
因
を
持
ち

え
な
い
と
い
う
構
造
的
な
問
題
が
あ
る
。

韓
国
で
は
、
民
主
化
は
中
央
政
府
の
環
境
政
策

担
当
部
門
の
整
備
を
促
進
し
、
そ
の
行
政
能
力
を

高
め
た
が
、
一
方
で
民
主
化
に
と
も
な
っ
て
進
展

し
た
地
方
分
権
化
に
よ
り
中
央
政
府
の
権
限
が
低

下
し
、
多
数
の
地
方
政
治
勢
力
を
巻
き
込
ん
だ
地

方
環
境
紛
争
が
発
生
し
て
い
る
。
地
方
分
権
化
が

進
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
方
政
府
に
は
紛
争

に
適
切
に
対
処
す
る
能
力
が
な
く
、
紛
争
を
有
効

に
解
決
す
る
制
度
も
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

中
央
政
府
の
権
限
低
下
に
よ
り
、
権
威
主
義
体
制

下
で
抑
え
込
ま
れ
て
い
た
各
地
方
の
政
治
勢
力
間

の
争
い
が
一
気
に
表
面
化
し
た
。
韓
国
と
ほ
ぼ
同

時
期
の
一
九
八
○
年
代
半
ば
以
降
、
権
威
主
義
体

制
か
ら
の
民
主
化
、
分
権
化
が
進
ん
だ
台
湾
で
も

民
主
化
に
と
も
な
っ
て
進
展
し
た
地
方
分
権
化
が
、

経
済
的
後
進
地
域
の
地
方
政
府
の
開
発
主
義
を
中

央
政
府
が
抑
え
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
環
境
政

策
の
執
行
を
困
難
に
し
た
事
例
も
見
ら
れ
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
地
方
分
権
化
が
環
境
政

策
に
与
え
る
影
響
は
、
マ
イ
ナ
ス
の
側
面
だ
け
で

は
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
地
方
分
権
化
の
負
の
側

面
は
短
期
的
な
悪
影
響
で
あ
り
、
長
期
的
に
は
ア

ジ
ア
諸
国
で
も
民
主
化
と
分
権
化
が
環
境
政
策
を

推
進
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
が
自
由
化
さ
れ
て
報
道
に
よ
り
市
民
の
環

境
保
全
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
中
央
政
府
内
で
機

構
が
改
革
さ
れ
て
環
境
政
策
の
優
先
順
位
が
高
ま

り
、
地
方
政
府
で
も
地
域
住
民
の
意
識
の
高
ま
り

に
よ
り
経
済
開
発
だ
け
で
な
く
環
境
保
全
へ
も
重

点
を
置
か
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
ま
た
そ
れ
ま
で

政
策
に
関
与
し
な
か
っ
た
地
域
社
会
の
多
く
の
主

体
が
環
境
政
策
に
関
わ
る
意
思
決
定
と
執
行
に
関

与
す
る
よ
う
に
な
る
。
行
政
の
能
力
向
上
と
市
民
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か
ら
の
圧
力
の
強
化
は
、
そ
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
が
、
長
期
的
に
は
環
境

政
策
を
推
進
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
民
主

化
、
分
権
化
と
環
境
政
策
と
の
関
係
を
単
純
に
図

式
化
し
て
論
じ
る
こ
と
は
難
し
い
。
民
主
化
、
分

権
化
が
進
む
だ
け
で
自
動
的
に
環
境
政
策
が
推
進

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
短
期
的
に

は
、
民
主
化
の
過
程
で
生
じ
た
権
力
の
空
白
を
統

治
機
構
、
新
た
な
制
度
構
築
に
よ
っ
て
埋
め
る
作

業
が
間
に
合
わ
な
い
内
に
、
権
威
主
義
体
制
下
で

抑
え
込
ま
れ
て
い
た
多
様
な
政
治
勢
力
が
暗
躍
す

る
こ
と
で
様
々
な
混
乱
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、

環
境
政
策
に
お
い
て
も
そ
の
よ
う
な
混
乱
が
阻
害

要
因
に
な
り
う
る
。
環
境
紛
争
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
社
会
で
解
決
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
る
場
合
も
、

地
方
政
府
に
よ
る
「
開
発
主
義
」
が
過
度
に
追
求

さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
権
威
主
義
体
制
下
で
は
顕

在
化
し
な
か
っ
た
地
方
政
府
の
行
政
能
力
の
低
さ

が
露
呈
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
環
境
政

策
の
進
展
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
り
う
る
。
一
方

で
、
民
主
化
、
分
権
化
は
環
境
問
題
に
対
す
る
市

民
の
関
心
を
高
め
、
意
思
決
定
へ
の
市
民
の
広
範

な
参
加
を
促
進
し
、
必
要
な
情
報
を
行
政
に
公
開

さ
せ
る
圧
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う
し
た
圧
力
が
、
長
期
的
に
は
環
境
政
策
の
推

進
に
必
要
な
新
し
い
制
度
や
行
政
組
織
を
作
り
出

す
原
動
力
と
な
り
う
る
。
つ
ま
り
、
民
主
化
、
分

権
化
が
見
か
け
上
は
進
展
し
て
い
る
と
し
て
も
、

そ
の
よ
う
な
制
度
と
組
織
の
革
新
が
起
き
て
い
な

け
れ
ば
、
必
ず
し
も
環
境
政
策
が
推
進
さ
れ
る
と

は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
公
共
政
策
の
中
で
も
後

発
の
分
野
で
あ
る
環
境
政
策
が
進
展
す
る
た
め
に

は
、
す
で
に
存
在
し
て
き
た
様
々
な
政
策
と
の
調

整
が
不
可
欠
と
な
り
、
新
た
な
制
度
と
組
織
の
革

新
が
必
要
と
な
る
。

●
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
利
用

分
権
化
は
、
地
方
分
権
化
、
意
思
決
定
へ
の
参

加
の
拡
大
の
他
に
も
、
公
共
政
策
へ
の
市
場
メ
カ

ニ
ズ
ム
の
導
入
と
い
う
意
味
で
も
論
じ
ら
れ
る
。

環
境
政
策
に
お
い
て
は
、
汚
染
排
出
課
徴
金

（
税
）、
排
出
許
可
証
（
排
出
権
）
取
引
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
経
済
的
手
段
の
導
入
が
そ
の
重
要
な
例

で
あ
ろ
う
。
政
府
と
産
業
界
・
企
業
と
の
交
渉
に

基
づ
く
環
境
保
全
に
関
わ
る
協
定
も
、
経
済
的
手

段
の
一
つ
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

課
徴
金
、
排
出
許
可
証
取
引
と
い
っ
た
狭
い
意

味
で
の
経
済
的
手
段
は
、
汚
染
排
出
の
限
界
削
減

費
用
を
各
排
出
源
で
一
致
さ
せ
る
と
い
う
意
味
で
、

効
率
的
な
排
出
削
減
を
実
現
で
き
る
。
仮
に
複
数

の
排
出
源
で
限
界
削
減
費
用
が
異
な
る
場
合
は
、

限
界
費
用
が
高
い
方
の
排
出
源
の
排
出
量
を
増
や

し
て
、
低
い
方
の
排
出
源
の
排
出
量
を
同
量
減
ら

せ
ば
、
全
体
で
よ
り
低
い
費
用
で
同
量
の
排
出
削

減
を
達
成
で
き
る
。
汚
染
排
出
に
対
す
る
課
税
の

場
合
は
す
べ
て
の
排
出
源
の
限
界
削
減
費
用
が
税

率
と
等
し
く
な
る
。
排
出
許
可
証
取
引
の
場
合
は
、

す
べ
て
の
排
出
源
の
限
界
削
減
費
用
が
許
可
証
の

市
場
価
格
に
一
致
す
る
。
直
接
規
制
に
よ
っ
て
限

界
排
出
削
減
費
用
を
各
排
出
源
で
一
致
さ
せ
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

経
済
的
手
段
は
、
費
用
を
最
小
化
す
る
と
い
う

意
味
で
効
率
的
な
手
段
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

先
進
国
で
も
産
業
公
害
対
策
と
し
て
一
般
的
に
用

い
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
課
税
は
排
出
源

に
新
た
な
負
担
を
強
い
る
た
め
、
導
入
が
政
治
的

に
難
し
い
。
排
出
許
可
証
取
引
制
度
は
、
許
可
証

の
初
期
配
分
を
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
決
め
る
場
合
は

課
税
と
同
等
の
負
担
を
排
出
源
に
強
い
る
一
方
、

許
可
証
を
無
償
で
与
え
る
場
合
、
各
排
出
源
の
負

担
は
初
期
配
分
に
依
存
し
、
適
切
な
配
分
を
社
会

的
合
意
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
こ
と
は
容
易
で
は

な
い
（
直
接
規
制
の
総
量
規
制
で
は
譲
渡
不
可
の

排
出
許
可
証
を
無
償
で
与
え
て
い
る
）。

経
済
的
手
段
を
利
用
す
る
場
合
も
、
各
排
出
源

の
排
出
量
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
必
要
に
な
る
。
排

出
へ
の
直
接
の
課
税
で
は
な
く
、
そ
の
原
因
と
な

る
物
質
、
例
え
ば
硫
黄
酸
化
物
の
場
合
は
燃
料
の

硫
黄
分
、
主
要
な
温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸
化

炭
素
の
場
合
は
炭
素
の
利
用
に
課
税
す
れ
ば
、
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
の
費
用
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

行
政
組
織
の
執
行
能
力
に
問
題
が
あ
る
発
展
途
上

国
で
は
、
直
接
規
制
よ
り
も
こ
の
炭
素
税
の
よ
う

な
タ
イ
プ
の
経
済
的
手
段
の
方
が
、
実
効
性
が
高

い
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
世
界
銀
行
な
ど
の
国
際

機
関
は
一
九
八
○
年
代
以
降
、
途
上
国
の
行
政
改

革
の
一
環
と
し
て
、
資
源
利
用
の
受
益
者
負
担
拡

大
な
ど
と
並
行
し
て
、
環
境
政
策
へ
の
経
済
的
手

段
の
導
入
も
推
進
し
て
い
る
。
し
か
し
、
炭
素
税

の
よ
う
な
方
式
の
経
済
的
手
段
を
利
用
で
き
る
規

制
対
象
は
、
一
部
の
大
気
汚
染
物
質
に
限
ら
れ
、

す
べ
て
の
規
制
対
象
で
利
用
で
き
る
手
段
で
は
な
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い
。
現
実
の
実
施
例
を
見
て
も
、
先
進
国
か
発
展

途
上
国
か
に
限
ら
ず
、
排
出
源
が
汚
染
排
出
を
引

き
下
げ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
な
る
よ
う
な
十
分

に
高
い
税
率
を
設
定
し
て
い
る
例
は
見
ら
れ
ず
、

多
く
は
排
出
削
減
よ
り
も
財
源
調
達
を
主
な
目
的

と
し
、
直
接
規
制
と
組
合
わ
せ
た
ポ
リ
シ
ー
・
ミ

ッ
ク
ス
に
よ
り
機
能
す
る
制
度
と
な
っ
て
い
る
。

●
社
会
的
合
意
と
し
て
の
環
境
政
策

経
済
開
発
の
過
程
で
新
興
の
公
共
政
策
で
あ
る

環
境
政
策
を
進
展
さ
せ
る
た
め
に
は
、
様
々
な
経

済
政
策
、
社
会
政
策
の
中
で
、
環
境
政
策
が
適
切

な
地
位
を
得
て
、
そ
の
優
先
順
位
が
高
め
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
政
策
で
も
、
既
存

の
政
治
勢
力
が
政
治
的
に
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
導

入
さ
れ
な
い
。
新
た
な
公
共
政
策
で
あ
り
、
既
存

の
政
治
勢
力
の
利
害
関
係
の
中
で
は
優
先
順
位
が

低
い
環
境
政
策
の
場
合
に
は
、
特
に
広
く
市
民
の

支
持
を
集
め
な
け
れ
ば
実
現
さ
れ
に
く
い
。
民
主

化
、
分
権
化
は
、
短
期
的
に
は
既
存
の
政
治
勢
力

間
の
争
い
を
顕
在
化
さ
せ
て
混
乱
を
も
た
ら
す
場

合
も
、
彼
ら
の
利
害
関
心
が
制
御
・
調
整
さ
れ
な

く
な
り
経
済
開
発
を
過
度
に
促
進
す
る
場
合
も
あ

る
。
し
か
し
、
よ
り
長
期
的
に
は
、
市
民
の
意
思

決
定
へ
の
参
加
を
促
進
し
、
報
道
の
自
由
化
や
情

報
公
開
に
よ
り
市
民
の
意
識
を
高
め
、
環
境
政
策

の
進
展
に
つ
な
が
る
圧
力
を
内
在
し
て
い
る
。
そ

の
よ
う
な
圧
力
を
高
め
、
環
境
政
策
の
制
度
と
組

織
の
革
新
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

政
府
か
ら
市
場
へ
の
分
権
化
と
い
う
意
味
で
の

市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
入
は
、
環
境
政
策
に
お
い

て
も
、
そ
の
効
率
的
な
実
施
の
た
め
の
手
段
と
な

り
う
る
が
、
そ
の
導
入
は
多
く
の
発
展
途
上
国
に

お
い
て
政
治
的
に
困
難
で
あ
る
。
直
接
規
制
を
実

施
す
る
場
合
も
、
経
済
的
手
段
を
導
入
す
る
場
合

も
、
有
効
な
実
施
に
は
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が

欠
か
せ
な
い
。
長
期
的
に
は
、
環
境
行
政
組
織
の

行
政
能
力
を
高
め
て
有
効
に
執
行
が
行
わ
れ
な
け

れ
ば
、
法
制
度
だ
け
が
整
備
さ
れ
て
も
効
果
は
な

い
。
し
か
し
多
く
の
発
展
途
上
国
で
環
境
行
政
組

織
の
行
政
能
力
を
高
め
る
こ
と
は
短
期
的
に
は
容

易
で
は
な
く
、
環
境
行
政
だ
け
で
は
な
く
政
府
部

門
全
体
で
の
長
期
的
な
課
題
で
あ
る
。

一
方
で
、
民
主
化
・
分
権
化
が
生
み
出
す
市
民

社
会
と
市
場
の
圧
力
は
、
発
展
途
上
国
に
お
け
る

政
府
の
行
政
能
力
の
不
足
を
補
完
す
る
可
能
性
も

あ
る
。
行
政
に
よ
る
規
制
の
執
行
が
十
分
に
行
わ

れ
て
い
な
く
て
も
、
す
べ
て
の
排
出
源
が
規
制
を

遵
守
せ
ず
汚
染
を
た
れ
流
す
わ
け
で
は
な
い
。
世

界
銀
行
の
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、
排
出
源
を

取
り
巻
く
地
域
社
会
の
所
得
や
教
育
水
準
が
高
く
、

市
民
か
ら
の
圧
力
が
あ
る
排
出
源
ほ
ど
、
規
制
の

執
行
が
不
十
分
な
場
合
で
も
、
汚
染
の
排
出
を
削

減
し
て
規
制
を
遵
守
す
る
傾
向
が
あ
る
。
ま
た
世

界
銀
行
な
ど
は
、
行
政
が
違
反
を
指
摘
し
て
も
従

わ
な
か
っ
た
排
出
源
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ス
ト
を
公

開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
規
制
を
遵
守
さ
せ
る
圧

力
を
か
け
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
で
成
功
さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
株
式
市
場

や
消
費
者
へ
の
評
判
を
通
じ
て
規
制
の
有
効
性
を

担
保
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
制
度
で
あ
る
。

多
く
の
発
展
途
上
国
に
お
い
て
、
環
境
政
策
は

民
主
化
・
分
権
化
と
い
う
大
き
な
社
会
変
動
の
中

で
進
展
し
つ
つ
あ
る
。
環
境
保
全
と
い
う
利
害
を

政
策
と
し
て
実
現
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
産
業
公

害
対
策
・
環
境
保
全
を
求
め
る
社
会
運
動
が
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
民
主
化
が
進
展
し
な

け
れ
ば
社
会
運
動
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
政
治

的
な
民
主
化
と
社
会
運
動
は
並
行
し
て
相
互
に
影

響
し
な
が
ら
進
む
場
合
が
多
い
。
環
境
保
全
を
求

め
る
社
会
運
動
も
、
民
主
化
・
分
権
化
の
産
物
で

あ
る
と
同
時
に
、
民
主
化
を
進
め
る
要
因
の
一
つ

と
な
る
場
合
も
あ
っ
た
。
以
上
に
見
た
よ
う
に
、

環
境
政
策
に
は
市
民
の
政
治
参
加
と
社
会
的
合
意

に
基
づ
く
公
共
政
策
と
し
て
の
側
面
が
あ
る
。
環

境
政
策
の
政
策
過
程
は
、
政
府
、
産
業
界
、
市
民

の
環
境
保
全
に
関
わ
る
交
渉
に
基
づ
く
社
会
的
合

意
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
、
効
率
的
で
効
果
的

な
政
策
手
段
が
存
在
し
て
も
導
入
さ
れ
ず
、
導
入

さ
れ
て
も
十
分
に
機
能
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

（ 

て
ら
お　

た
だ
よ
し
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）

《
参
考
文
献
》

①
寺
尾
忠
能
「『
開
発
と
環
境
』
の
政
治
経
済
学

を
め
ぐ
っ
て
│
政
策
と
社
会
変
動
」
寺
尾
忠
能

・
大
塚
健
司
編
『「
開
発
と
環
境
」
の
政
策
過

程
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、

二
○
○
二
年
。

②
寺
尾
忠
能
・
大
塚
健
司
「
経
済
開
発
過
程
に
お

け
る
分
権
化
と
環
境
政
策
」
寺
尾
忠
能
・
大
塚

健
司
編
『
ア
ジ
ア
に
お
け
る
分
権
化
と
環
境
政

策
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
近
刊
。

特集／開発と環境─アジアの経験と課題

5─アジ研ワールド・トレンド No.149（2008．2）


